朝日新聞「声」担当殿
下記の原稿を投稿します。「声」、「オピニオン」「生活」など適当なところにご掲載をご検討下さい。
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コロナ感染者数はもう沢山だ　－メディアと行政に注文する
地質環境研究所会長　吉田勝（和歌山県82歳）

このところメディアは毎日のように新型コロナ感染者数を大きく報じている。しかしそれは、国民に誤った理解を押し付けているのではないだろうか。このような情報はせめてPCRの披検査者数とその中の陽性者数を並べて示すなど、国民が正しい理解を得られる情報を示すべきであろう。なお、実際のコロナ感染者数は100万人以上だろうし、いずれもっと増えるに違いないと私は思っている。毎年の日本のインフルエンザ感染者は1000万人前後だから、コロナの感染者数もそれに近くなっても不思議ではないと思われるのである。感染者数が数万人出ても騒ぐことは全くないのである。

むしろ、緊急事態宣言で国民がコロナ感染症対策に注目しているこのチャンスに、コロナウイルス・インフルエンザウイルス感染症から国民一人一人が自分を守るにはどうするべきかについて、メディアが正確・有効な情報を与えるべきなのだ。日本では、コロナの死亡者数は毎年のインフルエンザや交通事故での死亡者数とほぼ同じ程度になるであろう。現状ではコロナはとりわけてそれほど怖いものではないのである。インフルエンザが流行っても、それで数千人が死んでも、自粛要請などはしたことはないのである。国民に正しく有効な情報を示し、国民一人一人が正しく判断し行動することが、政府押し付けの「自粛要請を皆で守りましょう」などとさせることよりずっと効果的なのである。

コロナウイルスはどのような環境でどれだけの時間、どの程度の感染能力を持つのか、不織布マスクと布マスクはそれぞれ、飛沫感染と浮遊微粒子感染のそれぞれについてどの程度の感染防止効果を持つのか、それぞれのマスクを洗濯使用すると防止効果はどの程度変わるのか、３密状態でのマスク効果はどの程度か、あるいは免疫力を強めるにはどうしたら良いか、過度な自粛は免疫力を弱めるのではないか、などなどをメディアは専門家の実験結果や知識・考察を引用して国民に理解できるように伝え、国民一人一人が状況に応じて的確に行動できるようになるような報道をすべきであるし、行政もそのような姿勢・対応策を行うべきなのである。これまでのメディアと行政のやり方は的外れといわざるを得ないのである。
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